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健やか食育プロジェクト事業報告書

健康福祉事務所名 豊岡健康福祉事務所

１ 食育推進体制の整備

食育推進

課題

当所管内は県内でも特に高齢化が進んだ地域であり、低栄養傾向にあ

る高齢者の割合も比較的高いことから、当所では、平成29年度から「高

齢者の低栄養予防」をテーマに本事業を展開してきた。

事業開始当初は、地域高齢者の低栄養予防に関する取組が十分でな

く、健康福祉事務所がモデル事業として実施してきたが、現在では国・

県・市町それぞれにおいて体制整備が進められつつある。

一方、今年度から「健康日本21（第三次）」が開始となり、健康寿命

の延伸に向け、より実効性のある取組を進めることが求められている

が、各市町健康増進計画・食育推進計画等を踏まえた管内の栄養課題に

ついては、十分に検討できていない。

今年度の

推進方策

昨年度より作成してきたフレイル予防レシピの啓発とあわせて、フ

レイル・低栄養予防に向けた各市町の取組状況を共有するとともに、

当所における平成29年度以降の取組のまとめ及び振り返りを行う。

また、管内市町栄養士とともに、国・県の栄養施策の動向を踏まえ

た管内の優先的な栄養課題について意見交換を行い、今後の取組方針

について検討する。

成 果

フレイル予防レシピの啓発を通じて、在宅高齢者の身近な支援者であ

る民生委員・児童委員とつながりを持つきっかけができた。

管内市町栄養士とともに事業の振り返りを行った結果、フレイルとい

う言葉が広がる前から市町と協働のもと取組を進めてきたことで、市町

におけるフレイル・低栄養予防に向けた庁内連携体制の基礎づくりにつ

ながったことが分かった。

各市町において特に今後アプローチが必要と考えている栄養課題に

ついて意見交換を行い、次年度からの取組の方向性を検討することがで

きた。

今後の

方向性

高齢者の低栄養予防をテーマとした取組は今年度で終了とし、今後は

既存事業の枠組の中で進めていく。

次年度からは、若い世代の食育力の強化を図るため、高校生をターゲ

ットにした事業展開について検討を進める。

２ 会議の開催状況

実施日時 令和７年３月13日（木） 10:00～12:00

参 集 者

（団体数及び人数）
管内市町健康増進担当課栄養士 ３人

協議内容
１ 豊岡健康福祉事務所におけるフレイル・低栄養予防の取組

２ 栄養施策の動向と管内の課題検討

今後の

方策

高齢者の低栄養予防をテーマとした取組は今年度で終了とし、次年度

からは、若い世代の食育力の強化をテーマに事業展開していく。

なお、効果的なアプローチ方法を検討するため、まずは高校生の食生

活の実態把握を進める。

※会議の議事録、参集者名簿を添付すること。



３ 食育実践活動の結果

テーマ フレイル予防のための知識と実践力を身につける

対象及び

参加者数
各市町民生委員・児童委員及び民生・児童協力委員 計 406名

事業内容

日時・場所 内 容 講師・運営スタッフ

①１月９日(木）

但東健康福祉ｾﾝﾀｰ

②１月15日(水)

豊岡市民会館

③１月21日(火)

城崎振興局

④１月21日(火)

竹野庁舎

⑤１月23日(木)

出石振興局

⑥２月18日(火)

日高健康福祉ｾﾝﾀｰ

【豊岡市】

在宅高齢者のフレイル

予防に向けた食支援に活

用していただけるよう、当

所作成リーフレットを用

いて説明・意見交換

（使用媒体）

リーフレット「フレイル

予防のための簡単＆元気

ごはん」

・豊岡健康福祉事務所

栄養士

・豊岡市社会福祉課職員

・各地域振興局

市民福祉課職員

①１月15日(水)

小代地域局

②１月17日(金)

香住文化会館

③１月23日(木)

村岡老人福祉ｾﾝﾀｰ

【香美町】

同上

・豊岡健康福祉事務所

栄養士

・香美町福祉課職員

①１月14日(火)

ｻﾝｼｰﾎｰﾙ浜坂

②２月27日(木)

新温泉町民ｾﾝﾀｰ

【新温泉町】

同上

・豊岡健康福祉事務所

栄養士

・新温泉町福祉課職員

成 果

各市町福祉担当課の協力のもと、在宅高齢者の身近な支援者である民生

委員・児童委員に対して高齢者のフレイル予防の重要性及び日常的に活用

できるレシピについて情報提供ができた。

参加者自身も高齢である場合が多いため、フレイル予防を自分事として

捉えつつ、普段支援を行っている高齢者にどのような働きかけが可能か考

える良い機会となった。

参加者からは、食という切り口であれば高齢者へのアプローチがしやす

いため、訪問時に使用してみたいとの声が得られた。

今後の

課題

今回は在宅高齢者の支援者向けの啓発としたため、本来活用していただ

きたい高齢者自身へのリーフレット配布数の把握には至らなかった。今後

はレシピ動画視聴数を確認するなどし、活用状況を確認していく。

また、本事業を通じてこれまで作成してきたフレイル予防のための媒体

については、兵庫県ホームページや給食施設指導、各市町保健事業等を通

じた継続的な啓発が必要である。

※プログラムや内容がわかる資料を抜粋し添付すること。



豊岡健康福祉事務所におけるフレイル・低栄養予防の取組（H29～R6）

⃝ ひとり暮らしの高齢者は共食の機会が少ない
⃝ サロン等に参加しない高齢者の実態が分からない
⃝ サロン参加者は高齢で、食事づくりが難しい

⃝ 配食や宅配、中食の利用が増加している
⃝ 配食の食べ方に問題がある

高齢者の“食”に関する課題 ～モデル地区より～

食支援体制整備

課題・ニーズ
はどこに？

高齢者自らが低栄養予防の方
法を知り、実践できる。また、低栄
養に気付き、相談できる。

周囲の人や支援者が、高齢者
の低栄養に気づき、必要な支援
につなぐことができる。

配食サービス導入時には担当
者が栄養アセスメントを行い、配
食事業者と情報共有できる。 配食事業者が、地域高齢者

（利用者）の特性を把握して食
事提供ができる。

高齢者がよく利用するスー
パーや飲食店で、バランスの良
い食事、食材を購入できる工夫
をしている。

配⾷事業者の
実態調査

中⾷販売業者の
実態調査

啓発POPの作成

⼩規模通所介護事業所
等の実態調査

献⽴作成⽀援ツールの作成

配⾷ 通所介護中⾷

市町と連携した取組



 事業開始当初は、地域高齢者のフレイル・低栄養予防に関する取組が十分でなく、健康福祉事務
所が先行的にモデル事業として実施してきた。

 その間、H30には「県版フレイル予防・改善プログラム」が策定され、R2からは「高齢者の保健事業
と介護予防の一体的実施」が始まるなど、国・県・市町それぞれにおいて、フレイル・低栄養対策に
向けた体制整備が進められつつある。

高齢者の低栄養予防をテーマとした食育事業は今年度で終了

高齢者が知識と実践力を身につける

低栄養予防のための
リーフレット作成

⾼齢者へ啓発

買い置き⾷材
活⽤レシピ作成

⽀援者等への啓発

H29～R6の振り返り・まとめ

若い女性のやせ等、若い世代における食生活が課題であるが、各市町とも取組
が進んでいない。

大学進学や就職のため但馬地域を離れる高校生が多く、卒業までに適切な食習
慣を身につけることが必要。

次年度からは、 若い世代の食育力強化を図るため、
高校生をターゲッ ト にした事業展開を検討


